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人は生きていく中で多くの出来事を経験する｡ 経験し

た出来事はその後記憶され, のちの生活において, 活用・

応用できるものとなる｡ その中でも, その後もずっと想

起し, 何度も考える出来事がある｡ 神谷 (2003) は, 記

憶の中でも思い出そうとする意図なしに意識に上ってく

る個人的経験に関する記憶 (付随意意識記憶) があり,

過去の自分や対人関係を思い出すことは, 以前の自分自

身を意識的, 無意識的に確認させる機能を担い, 過去の

自己と現在の自己を結び付ける役割があることを示唆し

ている｡ このように, 出来事を繰り返し考えることは,

本人にとっては無意識に行うものでも, その後の自己意

識や生活の中に影響されるものといえる｡

この物事を長い間繰り返し考えるということについて,

近年, ｢反すう｣ という概念が注目されている｡ 反すう

(����������) とは, 何らかの目的が阻害され, なかな
か解決策が見つからないと, 解決策を考えるのではなく,

目的やそのときの感情について考えることで生じるもの

とされている (�������������, 1989)｡ ��������������������� (1991) は, ｢抑うつ的反すう｣ という概念に
注目し, 抑うつの症状の原因や結果について繰り返し受

動的に考えることと定義している｡ つまり, 反すうとは

出来事にまつわる目的や感情などを, 自分の意図ではコ

ントロールできないまま, 何度も長い間繰り返し考える

ことと考えられる｡

伊藤・上里 (2001) は, ネガティブな事柄を何度も繰

り返し考えつづけることを ｢ネガティブな反すう｣ とし

て取り上げ, このネガティブな反すうが抑うつや神経症

傾向といったものと関連が深いことを示した｡ 他にも,

私的自己意識の概念から反すうを捉え, 反すうが抑うつ

のリスクファクターであること, この反すうを対象とし

た介入によってうつの持続化・慢性化を防止できる効果

があることが示されている (高野・丹野, 2009)｡ また,

繰り返し考えることがマイナスの影響だけではなく, い

じめなどのネガティブな体験を他の人から聞いたり, 語

り合うという振り返り作業を行うことも, 心の傷の回復

過程のひとつと示しており (香取, 1999), 繰り返し考

えることへのプラスの意味もあるのではないかと考えら

れる｡ このように繰り返し考えることは, マイナス・プ

ラスのどちらにも精神的健康への影響が強いことが理解

される｡

ただし, この上記の伊藤ら (2001) の �ネガティブな
反すう�も, 高野ら (2009) の �反すう�も, ｢ネガティ
ブなことを繰り返し考え続ける傾向｣ ｢自己への脅威,

喪失, 不正によって動機づけられた, 自己へ注意を向け

やすい性質｣ という点に着目しており, 特性的な側面が

強い｡ しかし, 実際, この反すうはある出来事ひとつひ

とつに起こりうるものであり, 現象という側面も含まれ

る｡ これまでの研究では, 人が記憶したものをどのよう

に想起しやすいか, 想起をどのように捉えるかという�想起する��思い出す�という現象に注目されたものは
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みられるが (神谷, 2003；藤本, 2006), �何度も繰り返
し考える�という反すうの側面からの現象を検討する研
究はあまりみられない｡ 実際, 反すうへの介入が抑うつ

への持続化・慢性化の防止に効果をもたらすものである

のなら, そもそも反すうという現象がどのように起きて

いるのかを理解することは必要な視点なのではないだろ

うか｡ 本研究では, ある出来事を反すうするということ

について, 探索的に検討することを目的とする｡

研究 1

1�問題と目的
ネガティブな出来事とポジティブな出来事

上記に述べた通り, 反すうは抑うつなどとの関連を示

す研究は多く (���������������������, 1991；伊藤
ら, 2001), ネガティブな影響はよく論じられている｡

しかし, 繰り返し考えることはネガティブな出来事だけ

とは限らない｡ 褒められる, 友人関係がうまくいくなど

のポジティブな出来事が, 自信や自尊感情への高揚へと

つながることも示されており (外山・桜井, 1999), こ

れらの影響は出来事が起こると同時に及ぼされるだけで

はなく, ネガティブな反すうと同様に何度も振り返るこ

とで自尊感情なども徐々に高まるのではないかと考える｡

藤本 (2006) も, 出来事を想起することは, 快・不快に

かかわらず幅広く過去体験を意識することを示しており,

繰り返し考えるこの ｢反すう｣ という作業は, 出来事が

ネガティブかポジティブかによって違いがあるとは考え

にくい｡ このように, 反すうについてネガティブな側面

だけはなく, ポジティブな側面も同様に検討することは

意味のあることではないだろうか｡ 今回, 多様な変化に

積極的に適応することが発達課題である (平石, 2008)

青年期の大学生を対象に, ネガティブな出来事とポジティ

ブな出来事を反すうする作業について検討していく｡

反すうの時間的変化

伊藤・上里 (2001) の ｢ネガティブな反すう｣ とは,

｢ネガティブなことを繰り返し考え続ける傾向があるか｣

という点に着目しており (伊藤ら, 2001), 特性的な側

面が強い｡ しかし, 実際, あるひとつの出来事に直面し

た場合, ずっと同じようにその出来事を繰り返し考え続

けるとは考えにくい｡ 藤本 (2006) は, 過去の記憶は映

像のようにリアルに想起されるが, その際, 感情の強烈

な再体験は必ずしも伴わないこと, 松下 (2008) は, ネ

ガティブな体験がその後どのように乗り越えたかによっ

て, 肯定的な意味づけとなることを示唆している｡ 高野

ら (2009) は, ストレスに耐え, 健康さを保つ力を, 個

人の持つ静的な性質や特性ではなく, ダイナミックな動

きを伴う時間的な問題であるとしている｡ このように,

ある出来事から時間が経過する中で, 反すうすることは

感情や意味づけといった変化をもたらすことが考えられ

る｡ しかし, これまでの反すうの研究からは, ある一つ

の出来事に焦点をあてて, 反すうについて検討する研究

は見当たらない｡ 反すうすること自体が変化するもので

あるのか, 反すうする出来事が起こった �当時�と �現
在�では, 反すうする頻度などは変化するものなのかを
検討していきたい｡

目的

出来事を反すうすることについて, ネガティブな出来

事, ポジティブな出来事, それぞれに反すうの頻度に違

いがあるかどうか｡ また出来事が起こった当時と現在の

時間的経過により, 反すうの頻度に違いがあるかどうか

を検討する｡

2�方法
調査対象及び手続き�市内の大学生 231 名を対象に, 2009 年 7 月に実施
し, 有効回答のあった 194 名 (男性 121 名, 女性 73 名,

平均年齢 18�86±3�31 歳) を分析の対象とした｡
教示は, ｢あなたにとって不快で嫌な気持ちになる事

柄｣ と ｢快適で, よい気持ちになれる事柄｣ をそれぞれ

思い浮かべてもらい, それぞれ事柄の内容についてカテ

ゴリを選択, また ｢出来事が起こった当時, どれくらい

よく考えていたか？｣ ｢今では, どれくらい考えるか？｣

｢以前に比べて感じ方 (考え方) は変わったか？｣ につ

いて, よく考えていた～全く考えない, までの 6件法で

尋ねた｡

思い浮かべてもらう事柄のカテゴリについては, 樋口

(2008, 修士論文) の調査面接で得たネガティブな出来

事の種類を参考に 7種類の選択項目を用意した｡

3�結果と考察
(1) 出来事のカテゴリ結果

｢不快で嫌な気持ちになる事柄｣ をネガティブな出来

事として, ｢快適で, よい気持ちになれる事柄｣ をポジ

ティブな出来事として, それぞれの内容について選択さ

れたカテゴリの度数のばらつきを調べる為に�2 検定を
行った｡ その結果, ネガティブな出来事・ポジティブな

出来事共に有意な差が見られた (�2(6) �244�57����01)
ため, ライアン法による残差分析を行ったところ, ネガ

ティブ・ポジティブな出来事, 共に友人による人間関係

の出来事が他の出来事よりも有意に多かった｡ また, ネ

ガティブな出来事では友人による人間関係の出来事に次

いで, 失敗経験が有意に多かった (�����1 参照)｡ こ
れは, 高比良 (1998) の研究とも一致し, 大学生のこの

時期は, 家族との関係や自身の成功経験よりも, 友人関
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　　　　　　Tab藍e　1
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Fig．1出来事の違いと時間的経過による反すう頻度
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係との出来事がより大きな位置を占めることが示される。

外由・桜井（1999＞は，友人との出会いが増え，他者と

のかかわりが多くなり，ポジティブな機会が増える一方

で，対人関係における些細な問題も増えてくるとし，友

人関係が大きな位置を占めるほど，ポジテ4ブ・ネガティ

ブ爾側面を経験しやすくなるといえる。また；友人関係

．は自我の発達に重要な役割を果たし，学校だけでなく家

や社会に対する適応にも影響していると指摘される（斎

藤，1996）。また，松井（1990）によれば，友人関係は

青年にとって安定化の機能を果たし，友人関係によって

自分の内面の不安や心理的な問題を解決したり，軽減す

るよい助けになったり，話を聴かなくても一緒に遊んだ

り，趣味の活動をともに行うことで，青年の精神的健康

をもたらす機能があることを示唆している。このように，

この時期の友人関係は家族との関係や自身の成功経験よ

りも，よりストレスを感じやすく，同時に精神的安定も

得やすいものであると考えられる。ただし，今回の調査

では，カテゴリを選択してもらうのみであり，具体的な

内容まではわからない。そのため，どのような内容が精

神的健康，つまり，反すうへ影響を受けやすいかまでは

わからない。

（2）出来事の違い・時間的経過による反すう頻度の比較

　ネガティブ・ポジティブの墨来事の違いで反すう頻度

に差があるか，また，出来事が起こった当時と現在の時

間的経過によって反すう頻度に差があるかどうかを検討

した。反すうの頻度を従属変数とし，出来事の違い（ネ

ガティブとポジティブ）と時間の経過（当時と現在）の

2×2の分散分析（反復測定）を行った。その結果，交

互作用が有意であった（F（1，　193）・　51．67，pく．OO1）ので，

時間的経過の次元別に出来事の違いによる差の単純主効

果を検定した。その結果，出来事が起こった当時では，

ネガテ4ブな出来事の方がポジテdブな出来事より反す

う頻度は有意に高く（F（193）・・　14．97，p〈．◎◎1＞，現在で

はポジティブな出来事の方がネガティブな出来事よりも

反すう頻度が有意に高かった（F（193）＝24．11，p＜．001）

〈Fig．1参照）。

　ネガティブな綴来事とポジテKブな出来事の反すうの

頻度は，出来事が起こった当時ではネガティブな出来事

の方がポジティブな出来事よりも反すうの頻度は多く，

反対に時問の経った現在では，ポジティブな畠来事の方

が反すう頻度は多かった。不快感情を伴う．記億は，忘却

や代替思考を促進するよう意図的にコントロールしょう

とする，主体の統制が働くと考えられることから（藤本，

20◎6），不快な感情を伴うネガティブな出来事は，時間

が経過するにつれて，自己が主体を取り戻し，自分の意

思を持って，そのネガティブな出来事を考えることがで

きるようになったため，時間が経過するにつれ，ポジティ

ブな出来事よりも反すうしにくくなるのではないかと考

えられる。一方，ポジティブな出来事については，畠来

事が起こった当時はネガティブな趨来事よりも反すうの

頻度は少ないが，時聞が経過するにつれ反すうする頻度

は多くなる。これも主体の統制という点で考えた場合，

主体の統制をできるようになるほど，人はポジティブな

鐵来事を反すうしょうとするのではないかと考えられる。

　次に，ネガティブな出来事・ポジティブな出来事の起

こった当時と現在では，それぞれ現在の反すうの頻度よ

りも出来事が起こった当時の反すうの頻度の方が，有意

に多かった。これは，反すうは繊来事が行われた当時か

らはずっとそのままの状態で維持されるわけではないこ

とが示される。そもそも記憶自体は，個人の知識と統合

によって変容を受けるものであり，必ずしももとのまま

の正確な再生はできなP（浮霞，1968＞。反すうという

作業は，本人の意図なしに続けられるものだが，記憶の
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再生作業のひとつであり，反すう自体も変容を受けるも

のであるといえる。

（3）変化の自覚について

　時間の経過による反すうの変化の自覚の差を検討する

ために，ネガティブな出来事，ポジティブな出来事の

「以前に比べて感じ方（考え方）は変わったか？」とい

う項目について，対応ある£検：定を行った。その結果，

ネガティブな出来事の方がポジティブな出来事よりも，

変化したという自覚の点数が有意に高かった
（t（191）・7．70，pく．oo1）（Fig．2参照）。つまり，ネガティ

ブな畠来事の方が，“反すうしなくなった”と感じるこ

とが多いと考えられる。それは，（2）で述べた通り，ネ

ガティブな出来事の方が能都事が起こった当時には主体

の統制が失われていること考えられるため，次第に主体

を取り戻していくことで“変わった”と感じられるので

はないだろうか。

じ，少なくとも積極的・能動的なものと，自動的で受動

的なものの2種類が考えられ，前者の能動的な自己内省

は心配へのとらわれを低下させるが，後者の受動的な自

己意識は逆に心配へのとらわれを強化するものと考察し

ている。この心配のとらわれとは，「心配や悩みは簡単

に頭から追い払えない」「心配や悩みにとらわれたり思

い煩わされている」という意味（逆転項目）である。つ

まり，感情をコント灘一ルしたくてもできない主体の統

制が失われた状態は，自身の思考や感情が，心入の意図

とは別に，その出来事によって支配されている状態とい

える。

　大津・小桝〈2007＞は，主体が被害的思い込みを抱い

た際に，それによって「苦痛を感じ，思い出したり考え

たりするなどして気にし続ける」ことを「とらわれ」と

考え，そのとらわれやすさを苦痛度と心的占有度から捉

えた。心的占有度とは，思考の占有という意味であり，

Perters　et　al．（1999）によれば，被害的な思い込みによ

る苦悩のレベルに関係があることを示唆している。つま

り，心的占有度が高いほど苦悩のレベルは高いと考えら

れる。ネガティブな由来事による反すうは，追うつとの

関連も明らかにされていることから（伊藤・上里，29◎1），

反すうと心的占有度には関連があるのではないかと考え

られる。ネガティブな出来事を経験した際に，心の中に

占める割合とその変化は，反すうが起こり，それが変化

する過程とは類似しているのではないだろうか。これま

での反すうの概究からは，心的占有度との関連を検討し

ている文献は見当たらない。よって，研究2では，ネガ

ティブな出来事の出来事が起こった当時と現在での，反

すうの変化と心的占膚度との関連を検討することを9的

とする。

研究2

董．問題と霞的

　研究1で示されたように，ネガティブな出来事でも，

ポジティブな出来事でも反すうされ，時間が経過するに

つれ，その頻度も変化することがわかった。その中でも，

出来事が起こった当時はポジティブな出来事よりもネガ

ティブな出来事の方が，より反すうしやすいことも示さ

れた。これらのことから，ネガティブな出来事の方が，

出来事が起こった当時において自身の主体を統制するこ

とができなくなると考えられる。

　主体を統綱できなくなるということは，自分がこうし

たいという意図を持っていても，その意図通りに動かす

ことができなくなることである。森田（1972）は，この

ように自分の理念や思考によって感情をコントロールし

ょうとしたときの困難さをf思考の矛贋」と呼んだ。辻

（2004）は，この思考の矛盾は「自己内省」によって生

2．方法

　F市内の大学生90名を対象に，2010年6月に実施し，

有効翻答のあった88名（男性26名，女性§2名，平均

年齢18．7±1．30歳）を分析の対象とした。

　心的占有度については，まず「あなたにとって不快で

嫌な事柄」を一つ思い浮かべてもらい，この出来事につ

いて，出来事が起こ。た当時と現在それぞれの時期に，

自分の心の申に占めていた調合を，1◎に区分した目盛

をつけた数直線の中に斜線で囲ってもらうよう求めた。

また，研究1同様，逃時・現在，それぞれの時期での反

すうの頻度について6件法で回答を求めた。

3．結果と考察

（1）心的占有度と反すうの頻度との関連

　心的占有度と反すうとの関連を検討するために，出来

事が起こった当時と現在，それぞれの時期の心的占有度

と反すうの頻度についてピアソンの積率相関係数を求め
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たところ，それぞれやや高い稲関を示した（当時：r＝

O．585，p＜．01，現在：r　＝　O．　514，　p＜．01）。これらの結果か

ら，心的占有度と反すうの頻度には関連があるといえる。

（2）時問経過による心的占有度と反すうの頻度の比較

　次に，出来事が起こった当時から現在の変化を検討す

るために，反すうの頻度，心的占有度，それぞれを当時

の得点から現在の得点との差を求め，その絶対値を変化

の大きさとした。心的占有度の変化の平均値4。16を基

準に，その値よりも大きい者を心的占有度変化High群，

小さい者を心的占有度変化Low群として，両者に反す

うの変化の度合いに差があるかどうかについて重検定を

行った。その結果，心的占有度変化High群の方がLow

群よりも反すうの変化の度合いが有意に高かった
（t（86）＝3．64，p＜．OO1）（Fig．3参照）。つまり，心的占有

度が変化したと感じる者の方が，反すうも変化すると感

じやすいと考えられる。Perters，　Joseph＆Ga戯y〈1999）

によれば，心的占有の度合いは変動するものであり，そ

れによって苦悩の度合いも変動すると考えられることか

ら，両者の関連は納得できるものと患われる。

　伊藤・上里（2001）のネガティブな反すうには，反す

うする傾向があるかどうかの因子と，それをロントロー

ルすることができるかどうかという因子がある。反すう

が高ければ心的占有度も高いことを考慮すれば，反すう

をコントロールすることができない背景として，思考の

申が反すうしている出来事に占有されている状況だから

こそ，他のことへの切り替えが難しいのではないかと考

えられる。

総合考察

　本鞘究は，ある出来事が起こった際に生じる反すうに

ついて検討することを冒的とし，鐵来事の内容による違

いや時間的経過による変化，また，心的占有度との関連

について検：討した。

　考究1・研究2より，ポジティブな出来事よりもネガ

ティブな出来事の方が，四駅事が起こった当時は反すう

されやすく，思考の申を占有されやすい。しかし，時問

が経過すると，ポジティブな趨来事の方が思考の中では

維持されやすく，逆にネガティブな出来事は反すうされ

にくくなり，その変化もより感じやすいことがわかった。

　ネガティブな出来事がポジティブな出来事よりも，起

こった当時は反すうされやすいが，時間が経てばポジティ

ブな出来事の方が反すうされやすいという結果は，ネガ

ティブな墨来事の影響性は高いが短期間しか持続せず，

一方ポジティブな出来事は影響性は弱いが長期問持続す

るという仮説をTaylor（1991）が提唱しており，本研究

は，反すうという指標を用いてその影響性を示したひと
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つの結果をいえるのではないだろうか。このネガティブ

な出来事の影響性の方が高いという点は，もちろん苦悩

の度合いには感情の衝撃度が関係しているという点

（Perters，　Jgseph，＆Garety，1999）　も考えられるが，神

谷（2◎◎3）が指摘するように，ネガティブな出来事から

は学ぶことが多いため，自己に関わる不快な出来事がよ

り記憶され，反すうするのではないかということも考え

られる。つまり，反すうすることによって，自己を内省

し，成長へ向けようとする力も働くと考えられるのでは

ないだろうか。

　また，今回，反すうの性質として，聴問の経過によっ

て反すうは変化することが示唆された。しかし，繰り返

し考えること（反復想起）や能動的想起によって，記憶

に随伴する感情から距離をとることも示唆されている

（藤本，2006）。いじめなどのネガティブな体験を他の人

と語り合うことも，心の傷の回復過程のひとつであると

いう指摘もあり（香取，1999），時問による経過のみが

反すうを低減させているのではなく，反すうしていく中

でその出来事と距離をとって振り返ることができること

も考えられ，反すうの低減が一概に時間の経過だけによ

るものとは考えにくい。

　さらに，藤本（2◎㈲によれば，臨床群における記憶

の問題は，強い感情そのものが記癒され，それが主体の

統監や時間性を超えて不随意的に想起されるという特徴

をもつと指摘される。つまり，ネガティブな出来事の中

でも，時問の経過によって反すうも変化するものとしな

いものがあるのではないかと考えられる。これらの違い

について，松下（2005）は，ネガティブな経験の主な意

味づけ方には“苦悩継続型”“未来希犠型”“忘却楽観型”

‘‘ｬ長確認型”の4タイプに分けて考えられておll　，“苦

悩継続型”の反すうの仕方と城長確認型”の反すうの

仕方は異なるのではないかと思われる。

　最後に，今回想起してもらった出来事についてはこち



らから選択肢を用意し, そのカテゴリを選んでもらう手

法をとった｡ しかし, �������(1999) によれば, 心的占
有によって引き起こされる苦悩の度合いは, 経験のタイ

プ, それらの感情の衝撃などの組合せによって変動する

と指摘されていることからも, 今回想起してもらった出

来事の細かな内容によっても反すうの度合いは違うので

はないかと考える｡ 今後, 出来事の内容についても考慮

する必要がある｡
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